
 

 
 

News Release 

秋を連れてくる“渡り蝶”「アサギマダラ」が 
六甲高山植物園に飛来！ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

六甲山観光株式会社（本社：神戸市灘区 社長：寺西公彦）が六甲山上で運営を行っている六甲高山

植物園では、「アサギマダラ」が姿を現しました。例年より１０日ほど早い飛来です。 

アサギマダラは、日本産のチョウの中では唯一、季節ごとに渡りをするチョウとして知られています。

本州から南西諸島などの長距離を移動し、マーキング調査では直線距離で１,５００ｋｍも移動した記録

があります。フジバカマの蜜を求めて優美に羽ばたく姿が人気を集めており、多くのお客様が写真を撮

って楽しんでおられます。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料提供：２０２４年９月１２日（木） 
送信元：六甲高山植物園 

六甲山ポータルサイト httpｓ://www.rokkosan.com/ 

◆リリースに関するお問合せ先 
六甲高山植物園 ＴＥＬ：０７８－８９１－１２４７／ＦＡＸ：０７８－８９１－０１３７ 
住所：〒６５７－０１０１ 神戸市灘区六甲山町北六甲４５１２－１５０  
◆営業概要 
【開園期間】開園中～１１月２４日(日) 
【開園時間】１０：００～１７：００（１６：３０受付終了） 
【 入園料 】大人（中学生以上）９００円／小人（４歳～小学生）４５０円  
【 駐車場 】１，０００円 
六甲高山植物園 https://www.rokkosan.com/hana/ 
 

■アサギマダラ（タテハチョウ科） 
アサギマダラは、前翅長４０～６０ｍｍの可憐な

チョウです。アサギマダラの「アサギ（浅葱）」は青緑
色の古い呼び名で、翅の薄水色に由来していま
す。幼虫は「キジョラン」など、ガガイモ類の葉を食
べます。また、雄の後翅には、雌にはない黒褐色
の性標があり、それにより雄雌の区別ができます。
キク科の植物で吸蜜することが多く、例年では９月
末まで見ることができます。 

 

■フジバカマ（キク科） 
秋の七草のひとつで、「藤袴」として秋の季語に

なっています。古くから日本で親しまれてきた植物
ですが、戦後は生育地の開発でその数を減らし、
現在は絶滅の危機に瀕しています。かつては六甲
山にも自生していましたが、現在はほとんどその姿
を見ることができません。当園では約４０年前に六
甲山で採取した株から増殖したものを神戸薬科大
学薬用植物園から譲り受け栽培・展示しています。 


